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１．概要（Summary） 
様々な長さの架橋カーボンナノチューブに対して時間

分解光学測定を行い、暗い励起子と明るい励起子それぞ

れの拡散特性、およびその二つの状態間の変換機構に

ついて調査した。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

高速大面積電子線描画装置、高速シリコン深掘りエッ

チング装置、ステルスダイサー、クリーンドラフト潤沢超純

水付 
【実験方法】 

電子線描画装置とシリコン深掘りエッチング装置を用い

てシリコン基板上に様々な幅のトレンチを作製した。その

後、化学気相成長法によってトレンチに架橋させたカーボ

ンナノチューブを合成し、その発光特性を顕微分光測定

および時間分解光学測定によって評価した。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
架橋カーボンナノチューブの長さによって発光減衰曲

線が大きく変化することが確認された(Fig. 1)。これを解析

することにより、暗い励起子と明るい励起子それぞれの拡

散係数が求められ、さらに長いナノチューブでは暗い励

起子から明るい励起子への変換効率が 50%を超えること

が明らかとなった。 
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Fig.1 Photoluminescence decay curves measured 

from carbon nanotubes with various lengths [1]. 


